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はじめに  

 

「2025年大阪・関西万博 出展基本計画」は、昨年度の大阪府・大阪市「2025年大阪・関西万博 出

展参加基本構想」を受けて、具体的な出展場所、出展コンセプト、展示展開、建築計画などを掘り下げ、オ

ール大阪でのパビリオン出展に向けた基本的な方針を示すものです。 

 

2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会では、大阪パビリオン総合プロデューサーである

森下竜一氏のもと、多くの有識者、企業・団体などの方に参画いただきながら検討を進めているところで

す。このたび、本年９月時点での検討状況をもとに案としてとりまとめました。 

 

今後、本年度末の成案化に向けて、2025年日本国際博覧会全体での計画や規則などに対応して必要

な修正を行うとともに、オール大阪で出展するパビリオンとして、さまざまな場でご意見をいただきなが

ら、さらに検討を深めていきます。 

 

 
 

1.２０２５年日本国際博覧会の概要 

 

◆名称：2025年日本国際博覧会（略称「大阪・関西万博」） 

◆テーマ：いのち輝く未来社会のデザイン（Designing Future Society for Our Lives） 

◆サブテーマ： Saving Lives（いのちを救う）  

Empowering Lives（いのちに力を与える）  

Connecting Lives（いのちをつなぐ）  

◆コンセプト：Peopleʼs Living Lab（未来社会の実験場）  

◆会場：夢洲（大阪市臨海部）  

◆開催期間：2025年 4月 13日（日曜日）～10月 13日（月曜日）  

◆来場者想定：約 2,820万人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（提供 2025年日本国際博覧会協会
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２.全体概要 

 

（1）出展概要 

 

◆名称：大阪館（仮称） 

◆出展テーマ：「REBORN」 

◆出展参加でめざすもの：「世界に貢献する大阪の姿を示す」「大阪の魅力や活力を世界に発信」 

◆期間：2025年 4月 13日（日曜日）〜10月 13日（月曜日）184日間 

◆エリア：東側エントランス 自治体館エリア 

 

 

（2）出展の意義 

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が世界で大きな影響を与えていますが、大阪・関西万博は、

COVID-19を乗り越えた先の新たな時代に向けて「いのち」の原点に立ち戻って、世界が一つになるた

めの第一歩を踏み出すものです。また、「誰一人取り残さない」持続的な社会をめざすＳＤＧｓ達成に向け

た取組を加速させるとともに、2030年の SDGsの目標年の先に向けた姿を示すこともめざしていま

す。 

 

大阪・関西万博の開催都市である大阪は、難波津の昔から国内外の玄関口として、また日本の中で外

交、内政、物流のネットワークの重要な拠点として内外から多くの人やものを受け入れ発展してきました。

「天下の台所」として全国の米、特産物が取引され、我が国の経済を支えるとともに、優れた食文化をはじ

め豊かな歴史・文化を築き上げてきました。 

 

また、大阪人は持ち前の「進取の気質」により、これまで世界に先駆けた先物取引市場の開設や世界の

食文化を変えたインスタントラーメンなど、新たな社会システムや産業、製品を数多く生み出してきまし

た。町衆が支えた自治都市としての繁栄や近世では民生委員制度のもととなるしくみ（方面委員制度）は

大阪から全国へ普及するなど、民の力が社会を支える風土も大阪の特徴といえます。 

 

近年は、最先端のライフサイエンス研究拠点やオンリーワンの高い技術を有する中小企業が集積すると

ともに、国際的な観光・エンターテイメント都市としての存在感も高まっているところです。 

 

このように大阪は、大阪・関西万博のテーマを実現していくうえで、なくてはならない知恵と技術力、行

動力を有しており、「いのち輝く未来社会」に向けて貢献していくことができます。世界の国々が一堂に集

まる万博にオール大阪としてパビリオンを出展することは、大阪のポテンシャルの世界的なアピール、魅

力発信につながるとともに、協働するパートナーが万博開催を通じて多様な分野で融合することで生じ

る新たなイノベーションの創出に結びつける機会となります。これにより人々の生活の質（QOL）の向上

や我が国の成長・経済発展に寄与していきます。 

 

また、大阪がめざす「ＳＤＧｓ先進都市」の実現に向けても大阪パビリオンでの実践、発信は大きな役割

を果たすことが期待されます。大阪パビリオンは「いのち」、「健康」を軸にコロナ禍からの再生、未来への

希望を生み出すための契機になっていきます。 
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（3）出展参加でめざすもの 

 

大阪・関西万博の開催目的を踏まえ、大阪は、オール大阪の知恵とアイデアを結集させ、訪れた人々が

「いのち」や「健康」、近未来の暮らしを感じられる展示を実現するとともに、大阪という都市の活力・魅力

を世界のより多くの人々に伝えていきます。誰もがわくわくしながら、驚きや新たな発見に満ちた感動が

味わえるとともに、参加型のパビリオンとして、体験や共創を通じて、深く心に記憶され、新たな行動につ

ながるようなパビリオンをめざします。 

 

①世界に貢献する大阪の姿を示す 

超高齢化社会の到来を見据えた人々の生活の質（QOL）の向上、SDGs達成目標の 2030年以降を

見据えた将来像、誰もが心身豊かに快適に暮らしやすい未来社会のモデルを創造し、発信します。 

 

◇生活の質（QOL）を向上させる展示 

人々が健康寿命を延ばし、「10歳若返り」を感じられるなど心身ともに健康で生涯にわたり活き活き

とした生活を送れるよう、生活の質（QOL）を向上させる展示を実現し、世界に発信することをめざしま

す。 

 

◇SDGs達成に貢献する姿を示す 

「いのち」に対する価値観や考え方が変わることで、「すべてのいのちが輝く」社会に向けた取組への貢

献や持続可能な社会づくりに向けた先進的な取組など、SDGs達成に向け、目標年次である 2030年

以降も見据えて取り組む大阪の姿勢を示し、世界に発信することをめざします。 

 

◇未来社会のモデルを提案 

新技術やサービスなどを実装・実証し、誰もが心身豊かで快適に暮らしやすい未来社会のモデルを創

造し、提案できる取組をめざします。 

 

②大阪のパワーを世界に発信 

年齢、性別、国籍や文化を越えて世界中の人々が最先端技術を駆使した参加・体験型のエンターテイメ

ントをリアルとバーチャルで体感し、交流する空間を演出し、大阪のパワーと魅力を世界に発信します。 

 

◇世界中からのアクセスを実現 

万博会場に来られない方でも、最先端の ICT 技術を活用したバーチャル参加など、世界中からパビリ

オンへのアクセスを実現するとともに、誰もが参画できるインクルーシブな社会づくりの実証の場ともし

ていきます。パビリオンを訪れた方にもバーチャル技術などを駆使し、大阪の未来の姿やパワーを感じて

もらえる取組をめざします。 

 

◇大阪の魅力を世界に発信 

人の温かみや人情、コミュニケーション能力の高さなど、大阪ならではの「人そのものの魅力」や天下の

台所・食い倒れの街と表現されてきた「大阪の食文化」などの魅力を世界に発信し、大阪と世界との交流

を巻き起こす取組をめざします。 
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（4）出展参加のテーマ 

 

REBORN 
 

大阪・関西万博に地元大阪が出展参加するにあたってのテーマは REBORN です。このテーマには

“「人」は生まれ変われる”、“新たな一歩を踏み出す”という意味を込めています。 

 

"「人」は生まれ変われる” 

私たちの誰もがこの世に生まれ、人生を歩む中で、日々様々な出会いや発見をくり返しながら「人」とし

て成長し、年齢を重ねていきます。 

 

万博を機にすべての「人」が自分らしい生き方をあらためて見つめ直すことで、自分自身の価値観や生

き甲斐の発見・再認識、自己実現への意欲・意識の変革を促し、新たな自分への「生まれ変わり」に貢献す

る取組を展開できればというものです。 

 

"新たな一歩を踏み出す” 

人は自分が頼りにされている、何かの役に立っている、と感じると、やり甲斐を感じるのではないでし

ょうか。家族の一員として、地域の一員として、国民として、地球市民として、今自分に何ができるかを再

認識し、勇気をもって行動につなげていくことができれば、やり甲斐を実感し、それが活動の新たな原動

力となって、世界中のあらゆる世代の「人」にとって素晴らしい世界が実現していくのではないでしょう

か。 

 

一人ひとりの意欲・意識の変革が具体的な行動変容へとつながり、より良い生活環境、暮らしやすい社

会創りに貢献し、「いのち輝く未来社会」に新たな一歩を踏み出すきっかけになればというものです。 

 

 

（５）テーマ展開の方針 

 

出展にあたっては、私たちが掲げるテーマ「REBORN」のもと、「健康」という観点から未来社会の新た

な価値の創造に取り組みます。また、「知る・感じる」「体験できる」「みんなで参加できる」という視点か

ら、展示やイベントを通じ本博覧会の３つのサブテーマ、「Saving Lives（いのちを救う）」、

「Empowering Lives（いのちに力を与える）」、「Connecting Lives（いのちをつなぐ）」にアプロー

チします。 

 

①生活の質（QOL）の向上に資する新たな価値創造 

大阪府・大阪市では、誰もがいきいきと活躍できる健康寿命の延伸と「10歳若返り」の実現を目標に

掲げ取組を推進しています。 新型コロナウイルス感染症との闘いの経験も踏まえ、「健康」の観点からの

最新の技術を活用したイノベーションにより大阪発の新たな価値を創造し、最先端の医療や幸福な生き方

のできる未来社会を具現化します。 

 

②活き活きと元気に楽しく生きる提案 

国籍や言葉が違っても、暮らす場所や生き方が違っても、仕事や趣味が違っても、「生き甲斐」、「やり甲

斐」を感じながら、日々の暮らしを活き活きと元気に、楽しく過ごしたいとの願いは、老いも若きも同じで
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す。 「いのちに力を与える」「いのちをつなぐ」という視点から、「自分自身を見つめなおす」、「自己実現意

欲を高める」、「自分らしい生き方を再認識・再発見する」、そのような体験を提供します。 

 

③サイバーとフィジカルが融合した新しい社会を提案 

近年、人工知能（ＡＩ）、IoT、５G高速回線の実現など、最先端技術の進展に加え新型コロナウイルス感

染症への対応により、ライフスタイルそのものを大きく変えていこうという動きが、世界の潮流となりつ

つあります。 

地元パビリオンにおいては、フィジカルな空間からサイバー空間に集積された健康・医療データを人工

知能（ＡＩ)が解析し、IoT、ロボティクスなどの活用による新しい健康・医療を提案します。 

また、パビリオンでのリアルな体験に加え、世界中の人々がアクセスできるバーチャル空間のより効果

的な活用や工夫を凝らした展示などによる新たなエンターテイメントの創出や交流の場の提供など、新し

い社会を提案します。 

 

 

（６）SDGsへの取組 

 

「いのち輝く未来社会のデザイン」という大阪・関西万博の開催テーマには、国連が掲げる 2030年の

「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成にとどまらず、+beyond（2030年より先）への飛躍の機会と

なる期待が込められています。大阪府・大阪市では、あらゆるステークホルダーと連携しながら、一人ひと

りが SDGsを意識し自律的に行動する「SDGs先進都市」の実現に向けた取り組みを進めています。万

博開催都市として、世界の先頭に立って SDGsの達成に貢献するため、大阪パビリオンにおいても

「SDGs先進都市」の姿を明確にし、SDGs達成目標の 2030年以降を見据えた先導的な取組を世界

に発信していきます。 

 

大阪パビリオンでは、特にゴール 3「すべての人に健康と福祉を」を重点ゴールと定め、世界の人々の 

健康に貢献していく新たな医療の提案や、最適な健康生活、well-beingの向上などについて大阪のポ

テンシャルを生かしながら取り組みます。 
 

 
 

また、健康を柱に、食や生活環境などの観点から、関連する横断的な課題であるゴール 1「貧困をなく

そう」、ゴール 12「つくる責任つかう責任」にも貢献していきます。 
 

 

 

さらに、持続可能性の観点から環境配慮ナンバーワンのパビリオンをめざし、３Ｒやクリーンエネルギー

活用などで先導的な取組を発信していくことで、ゴール７「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」、ゴー

ル 11「住み続けられるまちづくりを」、ゴール１４「海の豊かさを守ろう」、ゴール 15「陸の豊かさも守ろ

う」の実現に貢献していきます。 
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パビリオンの運営にあたっては、ダイバーシティ、ジェンダー平等など、この他の SDGsの目標につい

ても実践、先導していけるような取組を進めていきます。 

 

 

（７）出展参加の主体 オール大阪での出展・府民市民参画 

 

来館者に感動と貴重な経験を与えるパビリオンとするためには、地元大阪を中心に関西の様々な機

関、団体が結集、協働し、計画段階から出展・運営まで一貫して取り組むことが大切です。このため、大阪

府、大阪市に加え、経済界、企業をはじめ、大学や様々な団体、有識者など、多様な主体が参画する推進

体制を構築し、出展参加の計画段階から大阪・関西万博の閉会まで、府民・市民の参加と共創を図りなが

ら、一丸となって取組を推進します。 

 

◇産…産業界・企業の力 

大阪には進取の精神を受け継ぎ、日本経済の発展に大きな役割を果たしてきた企業が少なくありませ

ん。現在も、自由で個性的、バイタリティのある人材が集い、大阪商人のスピリッツが受け継がれていま

す。そうした人材や企業が持つ知恵と技術力を結集させ、新たな価値を生み出す舞台が大阪・関西万博で

す。万博開催前から様々な共創やチャレンジを積み重ね、大阪の企業の誇りと実力を世界に示すことをめ

ざします。 

 

◇学…教育・研究機関の力 

大阪を中心とする関西は、大阪・関西万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」と親和性の高い、

ライフサイエンス、食、スポーツ、エンターテイメントなどの分野の先進地域であり、これらに関する研究機

関や大学などが集積しています。新型コロナウイルス禍を経験した今、未来の大阪を担う研究者や学生な

ど若い世代の研究成果や知恵の国内外へのアピールの場、活躍の場となることをめざします。 

 

◇官…自治体の力 

大阪府・大阪市においては、万博のインパクトを活かして、「世界一ワクワクする都市・大阪」の実現に向

けた取組を推進しています。イベント・催事の展開にあたっては、大阪府、大阪市はもとより、府内市町村

も地域団体と連携し、各地のブランドやアイデンティティ、ポテンシャルの国内外へのアピール、団体との

協力や準備のプロセスそのものが万博の機運醸成につながり、それぞれの地域の発展に寄与することを

めざします。 

 

◇民…府民・市民の力 

展示や行催事などの具体化に向けて、府民・市民が参画する仕組みづくりや連携、自己実現の場となる

ことをめざします。 

 

 

（８）想定来館者数 

 

過去国内で開催された万博の総来場者数と、主要パビリオンの集客実績、本万博の想定来場者から、

万博期間中トータルでは約 280万人を来館者数として想定します。バーチャルでの参加などでさらに多

くの方の参画を見込みます。 
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３.展示計画 

 

（1）展示基本方針 

 

大阪パビリオンの展示基本方針として、出展参加テーマ「REBORN」のもと、「健康」という観点から、

大阪が持つ強みを活かして、最先端の医療技術やライフサイエンス産業が創り出す近未来への期待を高

め、さらには食や文化、観光などによる交流を促進する場となるよう、多彩なプレーヤーと連携・協力し、

来館者や、来館者を受け入れる私たちも、ワクワクしながら明るい未来を感じることができる展示を実現

します。 

 

 

（2）展示の概要 

 

「REBORN」というテーマや、以下の点を考慮しながら、展示コンテンツを展開します。 

 

①展示方法 

◇来館者の興味・関心を引き付ける 

健康や医療について、来館者がどのような興味・関心を持ち、地元パビリオンでの展示やイベントに何

を期待されるのかなどニーズ把握に努め、出展内容の検討を進めます。その上で、ストーリー性やメッセ

ージ性のあるわかりやすく、おもしろい展示・演出によって“可視化”することで、“ワクワク感”を創出しま

す。体験型・参加型の展示など、子どもから高齢者まで幅広い来館者の感性に訴え、感動、共感していた

だけるよう工夫します。 

 

◇インパクトある大阪発のメインコンテンツ 

特に展示のメインとなるコンテンツは、健康・医療を切り口に大阪のポテンシャルを最大限発揮し、来館

者に圧倒的なインパクトを与える内容となるよう、オール大阪の知恵を結集し、創意工夫します。 

 

◇最先端技術の活用 

人口知能（ＡＩ）やロボティクス、再生医療などの最先端技術を活用するとともに、明るい未来が感じら

れるサイバーとフィジカルが融合した新しい医療のあり方やアンチエイジングをはじめ、活き活きと元気

に暮らせる新しい社会・ライフスタイルを提案します。 

 

◇イノベーションを誘発 

最先端技術を活用したコンテンツの創出にあたっては、企業や教育・研究機関が持つ研究シーズを発掘

し、異業種間のアイデア・技術をマッチングするオープンイノベーションの手法を取り入れながら、新たな

価値の創造に取り組みます。 

 

◇バーチャル空間の効果的な活用 

世界中の人々が万博開催前から大阪の出展内容を体験することができるバーチャル空間を設定しま

す。バーチャル空間は、コンセプト体験を軸に来訪者間の交流促進や、リアルなパビリオン体験との連携な

ど新しい体験の創造に取り組みます。 

 



10 

 

②表現方法 

◇わかりやすさ 

パビリオンの展示・催事の趣旨や内容を子供から高齢者まで、世界中から訪れる人々に容易に理解して

いただけるよう、新しいコミュニケーション技術も活用するなど、案内や解説にも工夫を凝らし、文字の説

明だけでなく実物映像の展示を多用しわかりやすさを重視します。 

 

◇大阪の独自性の発揮 

大阪の最大の魅力である人の力を結集し、大阪の地で培われ、受け継がれてきた日本の伝統文化・和

の心や、ユニークで進取の気風を活かしたエンターテイメント性の高い演出により、国内外から来館する

すべての人を温かくお迎えし、万博における一期一会の出会いとおもてなしを体験していただけるよう

取り組みます。 

 

◇言語の壁を乗り越えた交流 

来館するすべての人が、言語の壁を乗り越えて、交流し、体験を共有し合える大阪ならではのコミュニ

ケーションの場の提供に努めます。 

 

◇環境への配慮 

持続可能な社会の実現に向けたメッセージとして、パビリオンでの展示・催事にあたっては、SDGsの

目標 12「つくる責任つかう責任」を踏まえ、新たな社会づくりのモデルにあるような廃棄物の発生抑制、

再生利用及び再利用などに取り組みます。来館者に対しても、リサイクルやリユースの協力を呼びかけ、

共に行動していただけるよう努めます。 

 

 

（3）展示の構成・ゾーニング 

 

大阪パビリオンは大きく、「アンチエイジング・ライド」をはじめとした各種の展示・体験ゾーンにおいて、

非日常の体験を通じて来館者が自らの健康状態をより深く理解するとともに、子どもから大人までが楽

しみながら、未来の医療や大阪の可能性を感じることができる展示をめざします。 

 

◇メインエントランス 

パビリオンの玄関口となるメインエントランスでは、来館者に対し、これからはじまる非日常の空間や体

験に対する期待感を醸成し、２階の展示・体験ゾーンへと誘う「アンチエイジング・ライド」に向けた導線を

つくります。来館者はアプリなどを用いて、もしくはブリーフィングスペースにおいて健康などに関する情

報を登録して、乗車に向けた準備を行います。 
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◇未来の診断体験「アンチエイジング・ライド」 

展示・体験ゾーンの始まりは、未来の診断を体験できるライド型の展示です。未来のモビリティをイメー

ジした車に乗り込むと、さまざまな未来を感じる体験とともに、センシングデバイスを用いた生体データ

の取得を行います。乗車後、その取得データを元に、アドバイスを提供し、パーソナライズされた食事や運

動、ヘルスケアなどの体験コンテンツなどに進みます。 

 

 
 

◇未来医療の映像体験「未来の医療 SHOW」 
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未来の医療を映像で体感できる「未来の医療 SHOW」を行います。大阪・関西万博の開催から数十年

後の未来に実現する医療をテーマに、再生医療や AI診断など最先端の医療技術について、驚きと感動

を与えられるストーリー性のある映像などで紹介します。 

 

 
 

◇未来の食体験「REBORNレストラン」 

「REBORNレストラン」では、「アンチエイジング・ライド」で取得された計測データ・生体データをもと

に、パーソナライズされた未来のヘルスケアフードを最新のロボティクスによるオートメーションで提供し

ます。未来の食を生み出す植物工場などの展示も検討していきます。 

 

 
 

◇未来の健康体験「REBORNコンテンツ」 

「ＲＥＢＯＲＮコンテンツ」のゾーンでは、パーソナライズされたフィットネスプログラムや、AIによるアン

チエイジングアドバイスなど、さまざまな未来の健康体験を用意します。 
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◇未来の医療ショールーム展示 

未来医療のショールームでは、さまざまな医療テクノロジーや医療機器などの進化した姿や再生医療・

遺伝子治療の先端的な成果などを展示し、来館者が近未来の病院を探検しながら、実際に体験すること

ができる参加型の展示を検討します。また、子どもたちが職業体験などで未来に夢をもてる取組も検討

していきます。 

 

 

 

◇中小企業・スタートアップ展示 



14 

 

万博に向けて新技術開発などに取り組む、優れた大阪の中小企業・スタートアップを発掘・支援し、大阪

パビリオンでその象徴的な成果、活躍を効果的に発信します。万博の会期中だけでなく、準備期間や開催

後も視野に入れた取組や展示を企画・推進します。 

 

 
◇イベント・催事ゾーン 

イベント・催事ゾーンでは、自治体、地域団体、民間企業などが、それぞれ特色ある企画を実施すること

ができるようにします。バーチャル空間と繋がった演出も体験できるようにし、府内各地域の取組と会場

が連携した催事なども検討していきます。 

 

 
 

 

◇物販・フードコート 

 フードコートでは、大阪産（もん）をはじめとした、大阪・関西の食材の活用や、万博開催前から関連する

食イベントなどとも連携して、健康で美味しい食を提供するとともに大阪の新たな食文化を創造・発信し

ていきます。 
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 物販においても、企業・団体やクリエイターなどとのコラボによって、大阪パビリオンのテーマ

「REBORN」にふさわしい商品・サービスを開発します。 

 
 

 

 

（4）バーチャルパビリオンの方針と展開 

 

バーチャルパビリオンは、2025年の開幕前と開幕後も見据えたタイムラインの中で役割を整理し、  

エンターテイメント要素も盛り込んださまざまなコンテンツを展開していきます。まず会期前の段階では、

大阪パビリオンの期待感を醸成するため、パビリオンのティザー体験を提供していきます。会期中は、世

界中からインクルーシブに 24時間アクセスできるバーチャルならではのコンテンツ提供に加え、出展参

加テーマ「REBORN」のもと、リアルパビリオンと連携した体験の提供を行い、万博閉幕後もソフトレガシ

ーとして継続運営をめざします。 
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（5）多言語対応の方針 

 

対応言語数と種類については万博全体のガイドラインに沿いながら、「案内板などの選択式表示」「パー

ソナル体験中の自動切り替え」「バリアフリーの徹底」といった対応を基本として、パビリオン内の展示コン

テンツ、イベント、催事での多言語対応を計画します。また、AIを活用した、案内など新たな仕組みを検討

します。 

 

 

（６）展示構成の全体概要 

 

大阪パビリオン全体を「未来の都市生活」として描き、来館者を未来都市に生きる生活者としてコンテ

ンツや体験を設計し演出していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇今後のさらなる検討 

 パビリオン全体で、より深い自分ゴト化した体験となるストーリーを計画し、ワクワク感のある体験価値

づくりができるようストーリー性のある演出を検討していきます。 

 また、子どもから大人までがとことん楽しめ、食・笑い・学びなど、エンターテイメントな話題性のある演

出を検討していきます。 

 

◇目的別体験 

 来館者の目的に応じて、体験できるコースを用意することを検討していきます。 

① 都市移動型のモビリティ（ライド）〔センシング〕→未来のヘルスケア体験→未来の医療サービスを

中心に、ヘルスケア体験 
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② 都市移動型のモビリティ（ライド）〔エンタメ〕→未来のフードスタンド→XRシアターを中心に、エン

ターテイメント体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.建築計画 

 

（1）建築基本概要 

 

大阪パビリオンは、パビリオンワールドの大屋根（リング）の北側、かつ東エントランス（ゲート施設）から

入り、右手に位置する自治体用のパビリオン用地内（約 12,900㎡）に計画されます。敷地の規模として

は、当該用地の東側に敷地面積として約 10,800㎡（予定）を確保し、東エントランスから来館者が訪れ

やすい立地となっています。パビリオンは、建物高さ約 12ｍ（一部約 20ｍ）、2階建（一部３層）、約

8,950㎡の施設規模を計画しており、開催都市のパビリオンとして日本国内だけなく世界各国より来館

者を迎えるにふさわしいパビリオン建設をめざします。 
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大阪パビリオン計画位置  （元図提供：２０２５年日本国際博覧会協会） 

 

大阪パビリオン外観ボリューム検討  （今後の検討により変更となる可能性があります） 

（2）構成区分・ゾーニング 

 

  大阪パビリオンの施設構成は、大きく展示・体験ゾーン、サービス・食体験ゾーン、イベント・交流ゾーン

にわかれます。メインエントランスを経て、最初のゾーンとなる「展示・体験ゾーン」は大阪パビリオンの中

核となるゾーンであり、テーマ「REBORN」のもと、再生医療などの最先端技術を活かした「ミライの病

院」展示のほか、「アンチエイジング・ライド」で生体データを診断・取得することで、各ゾーンのコンテンツ

をより深く体験できるよう計画します。 

「サービス・食体験ゾーン」は、「展示・体験ゾーン」で得られたパーソナルデータに基づく食コンテンツを

提供するエリアや大阪産（もん）の物品販売や大阪ならではの「食」を味わえるエリアによって構成されま

す。   
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「イベント・交流ゾーン」は、バーチャル環境とのつながった演出が可能な XRシアターを計画しており、

来観客はこれらのゾーンを経てメインエントランスとは別に計画されるサブエントランスより、屋外スペー

スへと移動できるよう主動線が計画されます。また、屋外には、多様な催事に対応できる屋外イベントス

ペースの計画も進めます。 

 
大阪パビリオン 1,2階計画図（今後の検討により変更となる可能性があります） 

（3）仮設・本設の方針 

 

大阪・関西万博への出展を一過性のイベントとして終わらせることなく、その記憶とともに万博閉会後

もパビリオンの精神を後世に引き継ぐレガシーとして残していけるよう、パビリオンの一部を会期後も残

し有効活用していきます（以下「本設建物」といいます）。 

 

一方、本設建物以外の部分（以下「仮設建物」といいます）は万博会期後、撤去を予定しています。この

仮設建物のうち一部については、SDGs（リユースの観点）に配慮し、リース建築レンタル資材などの採用

の検討を進めます。（（4）設計の方針 図を参照） 
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（4）設計の方針 

 

建物の外観については、開催都市のパビリオンとしてふさわしく、かつ大阪らしさを意識した外観・ラン

ドスケープデザインをめざし、今後詳細を検討していきます。外観構成要素としては「アンチエイジング・ラ

イド」を含む建物高さ約 20ｍ（予定）の仮設建物（ライド棟）が大阪パビリオンの大きな特徴となり、高さ 

12ｍのメインエントランスを兼ねる本設建物と一体となって外観を構成します。サブエントランス周辺の

仮設建物（リース建築）、その周囲を構成する外部空間については、隣接して計画される他の自治体館と

連携して検討を進めます。本設建物は、会期後レガシーとして残され有効活用することから、それ単体で

の外観意匠の考え方も整理していきます。 

 また、プロジェクションマッピングなど、建築物を活用したコンテンツ提供も検討していきます。 

 

内部空間については、展示・体験ゾーン、サービス・食体験ゾーン、イベント・交流ゾーンの各エリアの展

示内容と融合した、ここでしか味わえない空間体験の創出をめざし、建築の設計段階から展示計画と連携

して検討を進めます。 

 

 
 

大阪パビリオン外観検討パース（今後の検討により変更となる可能性があります） 
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環境負荷低減については、SDGs達成に資するよう、建物としての省エネルギー性能の追求やクリーン

エネルギーの活用のほか、資源環境や３Ｒ推進の観点から、リサイクル資材の使用や解体時に分別しやす

い建築工法の採用などを行うとともに、リース建築レンタル資材の採用も含めたリユースや再生可能な

自然素材（木材を含む）の活用を図るなど環境配慮におけるリーディングパビリオンとなるよう取り組ん

でいきます。 

屋外計画においては、行列エリアに日除けの庇を設けるなどの日射抑制措置や、樹木による緑陰形成

などの暑熱対策を講じます。また、屋外イベントが実施可能なスペースを設定し、平常時とイベント実施時

の両方で有効に活用が可能となるよう計画します。建築設計においては、多様な施設利用者が不自由な

く、パビリオン内を移動し、活動できるようユニバーサルデザインに配慮した安全・安心な会場づくりをめ

ざします。 

 

 
 

大阪パビリオン会期後の有効利用・リユースの検証について（今後の検討により変更となる可能性があります） 

  

万博会期後に残る本設建物については、建物としての内部空間・設備類が会期後もできるだけ有効活

用されるよう検討を進めます。ただし万博構内から敷地へ引き込まれる電気・給水などのインフラは会期

後全て撤去されることから、会期後の本設建物の活用においては新たに公共道路側よりインフラを引込

む必要があります。設計においてはこうした諸条件に配慮し検討を進める必要があります。 

  

 

（5）建築工事の方針 

 

大阪パビリオンは、他のパビリオンと比較して大規模なパビリオンとなることが想定され、長期の建設

期間を要します。また万博協会から区画が引き渡される 2023年 4月以降は、万博会場内の他パビリ

オンも含めた工事ラッシュが見込まれるため、早い段階で施工業者と工事契約をとりまとめ、2023年

4月の工事着手を確実なものとする必要があります。加えて、鋼材需要の高まりから鉄骨資材や杭の調
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達に期間を要することが既に想定されており、通常の発注方式（2022年度末の工事契約による発注）

では、その後の工事が大幅に遅延する懸念があります。 

 

このため、設計段階から施工予定者を選定する ECI（アーリー・コントラクター・インボルブメント）方式

を導入し、早期の資材調達や速やかな工事着手を可能とするとともに、施工予定者から技術協力を受け

ながら実施設計を進めることで、品質向上やコスト低減を図ることを検討します。 

また、ECI法式にあわせ、中立的な立場で設計者と施工者の間に入り工程やコストのコントロールを行う

など、技術的に発注者の支援を行うＣＭ業務の導入を検討します。 

  なお、開催都市(大阪府・市)のパビリオンとして、資材・素材の利用においても地元経済の振興に寄与

するように検討していきます。 

 
  

※「ECI方式」とは設計段階から優先交渉権を有する施工予定者が参画し、施工の実施を前提として設計に対する技

術協力を行うものであり、今回採用を想定する「ECI方式」では、基本設計完了後の入札などにより選ばれた施工予

定者と、技術協力業務契約を締結するとともに、工事契約を締結するもの。これにより、別の契約に基づき実施して

いる設計に技術提案内容を反映させ、その後の施工を見据えた合理的な設計が可能となる。 

  

※CM業務とはコンストラクション・マネジャーが中立性を保ちつつ発注者の側に立って、設計・発注・施工の各段階

において、設計の検討や工事発注方式の検討、工程管理、 品質管理、コスト管理などの技術的な各種マネジメント業

務の全部または一部を行うもの。 

 

 

 

５.行・催事計画 

 

（1）行催事基本方針 

 

大阪パビリオンのテーマである「ＲＥＢＯＲＮ」を実感できる行・催事をバーチャル空間との連動も図りな

がら新しいスタイルで展開していきます。テーマ展開のキーワードである「いのち」「健康」「元気」「楽しさ」

などの観点から、ライフサイエンスをはじめとする最先端な技術、大阪が育んできた豊かな文化芸術や地

域の魅力、そして来館者に元気を与えるエンターテインメントなどを組み合わせ、大阪のパワーを発信す

るイベント展開を図っていきます。 
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また、パビリオン内外の行催事スペースやバーチャル空間を最大限に活用しながら、1日の中で「メイン

プログラム」「レギュラープログラム」「時限・時期プログラム」といった時間とターゲットに合わせた、カテ

ゴライズによる最適なスケジュール構成を図っていきます。 

 

大型イベントについては、独自開催だけでなく、民間企業参加や協賛によるプログラムも設定すること

で、長期の開催期間中に、観覧者が常に楽しんでいただける環境と機会を作っていきます。また、会期中

に行われる府内各地域の取組と会場が連携した取組も検討していきます。 

行催事の具体的な内容とその計画は今後具体化していきます。 

 

 

６.商業活動計画 

 

（1）商業活動基本方針 

 

商業活動の基本方針として、大阪パビリオンのテーマ展開の柱である「健康」という観点を物販や提供

する食事などで取り入れていきます。また、「天下の台所・くいだおれの街」と表現されてきた豊かな食文

化の魅力や大阪の中小企業などの力を世界に発信し、大阪産（もん）の物品販売や大阪ならではの食事を

味わえるなど、おもてなし空間を提供することで、大阪と世界の交流を巻き起こす取組をめざします。 

大阪の魅力ある中小企業をはじめとした民間事業者、大学・研究機関、有識者などの連携により、魅力

ある食づくりも検討していきます。また SDGsの先進都市として実践できるように、ゴール目標に配慮

した商品開発や食品ロスの削減にも積極的に取り組みます。 

 

 

（2）エリア・運用の概要 

 

商業活動のパビリオン内におけるエリア構成として、飲食では「テーマレストラン」「一般レストラン」「そ

の他軽食」に分けてゾーニングし、多様な来館者のニーズや需要変動に応えてまいります。また物販スペ

ースをリアルとバーチャルにも設置し、公式グッズや大阪土産などの販売を検討します。 

 

 

 

 

７.広報計画 

 

（1）広報基本方針 

  

広報計画の基本方針として、世界に貢献する大阪の姿を示し、大阪のパワーと魅力を世界に発信する

こと、また大阪パビリオンの価値や意義を伝え、認知理解を広めて深め、生活者や企業など幅広いステー

クホルダーの意識と行動変化を促すことをめざします。 

広報計画の実施に向けて、2022年から始動期、醸成期、直前期、会期中とフェーズ分けを行い、それ

ぞれに広報ミッションを定めることで展開スケジュールを組み立てます。パビリオンの基本計画、建築設

計、コンテンツ概要発表、起工式、竣工式といった節目となる広報タイミングに合わせて、プレスリリース

や記者会見、イベントなどを実施し、社会やステークホルダーの注目を集め、万博全体の盛り上げにも貢

献していきます。また、デジタルメディアを含め、さまざまな媒体を用いて効果的に情報発信していくこと

で、大阪パビリオンの意義や魅力を広く訴求していきます。 

具体的な広報活動計画は今後定めていきます。 
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８.運営計画 

 

（1）運営基本方針 

 

「来館者の安全安心・快適を実現」「大阪らしいあたたかいおもてなしで大阪パビリオンとの出会いを記

憶に残す」「大阪・関西万博の開催地元自治体にふさわしい運営」を運営の基本とします。博覧会協会によ

る会場の全体運営とも連携を図りながら、新時代のパビリオンとして、「府民・市民の参加と最新技術の融

合」「SDGsの可視化」「産学官民による協創の場」といった新しい視点の運営を検討していきます。 

運営組織体制はオール大阪・産学官民連携型の新しい運営組織体制を検討します。また、多様な参加者

（出展参加・物販参加・行催事参加など）の参加方法や、運営領域・役割を明確にし、積極的な参加誘致を

行うための与件を整理します。そして BIE規則に基づいて、最大 12時間の運営を前提として、「①パビ

リオン開館時間帯」「②閉館時間帯」「③閉場時間帯」の 3つの時間帯の運営管理方針を策定し、効率的で

無駄のない運営体制を設定します。 

今後、運営基本方針に基づき、具体的な運営計画を策定します。 

 

 

（2）会場運営計画 

 

来館されるすべての人々に向けて、施設面ではユニバーサルデザインの徹底を図るとともに、運営面で

も乳幼児、高齢者、妊婦の方、障がいをもつ方、外国の人々など「誰一人取り残さない」というＳＤＧｓの考

え方に則って、適切な配慮を行います。また、来館者や運営スタッフなどの動線計画を検討し、基本方針

に基づき確実に運営するため、建築・展示計画などとの調整を図ります。 

博覧会協会で導入が検討されている予約システムを活用しながら、大阪パビリオンの展示計画と整合

させた具体的な導入プランを策定し、できるだけ待ち時間の発生しない運営の実現を検討します。また、

国内外から多くの VIP来館が想定されるため、適切な VIP対応を行うとともに、大阪パビリオンのテー

マ・メッセージを VIPに訴求するための接遇計画を策定します。 

 

 

（3）スタッフ計画 

 

府民・市民をはじめ、誰もが参加できることをめざし、ボランティアなど市民参加に加え、テクノロジー

やロボットの活用といった新しい運営の考え方を整理の上、実現可能性について検討し、安全安心に加

え、費用対効果の高い運営を検討します。 

また、この検討に基づき、最も効果的・効率的な配置ポスト計画や、募集・採用・教育計画、勤務体制な

どを策定し、実現性の高い運営体制の作成につなげます。 
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（4）リスク対応方針 

 

全ての来館者・参加者・関係者の安全安心を確保するための施設管理方針を策定し、機材やテクノロジ

ーなどを活用した予算効率の高い警備・清掃・衛生計画の検討、また建築計画に基づき、特別清掃計画の

検討、防火・防災・防犯のために必要な運営与件の整理を行い、建築計画と連動していきます。また会場

ロケーションも考慮し、地震や津波・豪雨などの自然災害や火災・事故・事件・傷病者の発生などの緊急時

対策を検討、新型コロナウイルス感染予防対策など、ニューノーマルでスタンダードとなった感染症関連

に関する対策やリスクヘッジ方法なども併せて検討していきます。 

 

９.財務計画 

 

（1）財務基本方針 

 

財務基本方針は、公費負担、企業・団体・個人から協賛・寄付を募り、公民一体となった大阪パビリオン

出展を実現することにあります。大阪パビリオンに必要な資金は、大きく分類すると建築関連費用、運営

関連費用、展示関連費用となります。公費負担、協賛、寄付のそれぞれが充当されるべき費用を整理し財

務計画を立案します。 

協賛に関しては、一定の特典を提供し獲得を加速させることを企画します。また、展示に関連した物販・

飲食、催事の出展料などで収入を見込みます。公費負担については、過去の万博などでの自治体パビリ

オンでの負担額を参考に、適切なバランスをもとに検討していきます。（公費負担額は民間負担額を限度

とします） 

  

 

（2）資金確保計画 

 

民間資金については、企業・団体・個人から協賛・寄付（ふるさと納税含む）が中心となり、大きな部分を

協賛が担うことを想定します。協賛金の獲得については、協賛特典の提供と一体的に検討する必要があ

ることから、博覧会協会の制度・ルールに基づき設計・提示をしていきます。 

 

協賛企業・団体については、展示アイデア提案をもとにした公募や大口の協賛の随時募集などをおこな

っていくとともに、個人、企業などからの寄付についても機運の高まりに合わせて募集を行っていきま

す。 

  

 

（3）現時点での大阪パビリオンの事業規模 

現時点での事業規模は粗い試算になりますが、以下のとおりです。今後、民間資金の集まり具合や展示

内容などを精査していく中で、事業計画を確定していきます。 

 

項目 事業規模（税込）  備考 

展示関連 約 60億円   

建築関連 約 70～80億円 設計・解体を含む 

運営関連 約 20億円 運営・広報など 
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計 約 160億円   

 

 

 
 

 

 

 

１０.レガシー 

 

（1）レガシー基本方針 

 

大阪パビリオンのテーマ「REBORN」のもと健康という観点から世界に発信する取組を一過性のイベ

ントで終わらせることなく、その記憶とともに後世に引き継ぐレガシーとして残せるようハード・ソフト両

面でレガシーを承継し、2030年以降の「大阪の成長と経済発展」「いのち輝く幸せな暮らし」の実現に向

けて貢献することをめざします。 

 

 

（2）ハードレガシー利活用の方針 

 

大阪パビリオンのテーマ「REBORN」を引き継ぎ、万博開催期間中に世界に発信した最先端の医療技

術やライフサイエンスを万博開催地から世界に発信するため、ハードレガシーの活用方法について検討し

ています。 

2021年７月１日～８月 23日の間に実施したマーケットサウンディングでは、複数の企業から提案が

出され、民間活用による建物の有効活用の可能性が示されたことから、出展のメインとなる『未来の医療

サービス』や『未来のヘルスケア体験』を行う建物部分を残します。 

 

万博開催後に残す建物部分の活用方法について、具体的な事業内容などについては、今後、マーケット

サウンディングなどにより民間事業者から提案を広く募り、意見交換を行うほか、府・市とも議論を行い

ながら、引き続き検討を進めていきます。 

 

※（参考）マーケットサウンディングの実施（2021年７月１日～８月 23日） 

大阪パビリオンの建物を含む土地約 12,900平方メートルを対象に、最先端医療技術やライフサイエ

ンスなどに関連するレガシー事業の活用を含めた民間事業を想定し、具体的な事業内容について、幅広く

提案を募集したもの。 

◇ヒアリング参加事業者 ４者 

◇主な提案内容 

 ・再生医療センターを中心とした最先端の医療提供など 

 ・大阪・関西万博において展示するアンドロイドによる芸術活動の発信 

 ・最先端高度医療施設ゾーンの創出 

 

 

（3）ソフトレガシー利活用の方針  
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万博開催中パビリオンの利用・体験において収集された生体データなどについては、公的な研究機関

や民間事業者などによる利活用を見据え、検討を進めます。 

また、バーチャルパビリオンについても、恒久的なデジタルコンテンツとして継続運営をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

１１．全体スケジュール 

 

大阪パビリオンは 2022年 3月までに出展基本計画を策定し、基本計画策定段階から継続して行っ

たワーキンググループを通じて、2022年 4月より実施に向けた設計・製作及び運営計画を進めていき

ます。建築については、本計画案をもとに、事業者公募選定により速やかに基本設計、実施設計、資材発

注などを進め、2023年 4月の工事着工、2024年 10月の竣工をめざします。また、パビリオン建築・

運営に関する資金確保については、継続的に協賛金募集を進めていきます。 

 

 
※ 物販等についても今後検討 

 

 

参考資料 

 

大阪パビリオン出展基本計画の推進体制について 
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西澤　良記 公立大学法人大阪 理事長

橋爪　紳也
大阪府立大学 研究推進機構特別教授
大阪府立大学 観光産業戦略研究所長

藤田　正樹 公益財団法人 大阪産業局 理事

溝畑　宏 公益財団法人 大阪観光局 理事長

ディレクター 山田　秀和 近畿大学アンチエイジングセンター・近畿大学奈良病院皮膚科 臨床教授

赤澤　純代 金沢医科大学 総合内科学 准教授・女性総合医療センター長

新村　健 兵庫医科大学 総合診療内科 主任教授

高島　正広 日本抗加齢協会 理事 関西支部 事務局長

内藤　裕二 京都府立医科大学大学院 生体免疫栄養学講座 教授

堀江　重郎 順天堂大学大学院 医学系研究科 泌尿器外科学 教授

ディレクター 冨田　哲也 大阪大学大学院 医学系研究科 運動器バイオマテリアル学 寄附講座准教授

猪原　秀典 大阪大学大学院 医学系研究科 耳鼻咽喉科・頭頚部外科学 教授

掛屋　弘 大阪市立大学大学院 医学研究科 臨床感染制御学 教授

阪井　丘芳 大阪大学大学院 歯学研究科 高次脳口腔機能学講座 顎口腔機能治療学教室 教授

坂田　泰史 大阪大学大学院 医学系研究科循環器内科学 教授

鶴田　大輔 大阪市立大学大学院 医学研究科 教授・国際センター所長・特命副学長

富山　憲幸 大阪大学大学院 医学系研究科放射線統合医学講座 放射線医学 教授

朝野　和典
地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 理事長
2025年日本国際博覧会 感染症対策検討会議（座長）委員・感染症対策顧問

中村　博亮 大阪市立大学大学院 医学研究科 整形外科学 教授

西田　幸二 大阪大学大学院 医学系研究科 脳神経感覚器外科学（眼科学）教授

藤本　学 大阪大学大学院 医学系研究科 皮膚科学 教授

ディレクター 増田　昇 大阪府立大学 名誉教授

大引　伸昭
エコール 辻 大阪 校長
辻調理師専門学校 日本料理教授

北宅　善昭 大阪府立大学 特認教授 研究推進機構 植物工場研究センター センター長

鈴木　裕子 株式会社Office musubi 代表取締役

ディレクター 佐久間　洋司 大阪大学 グローバルイニシアティブ機構 招へい研究員

荒木　英士
グリー株式会社 取締役上級執行役員
REALITY株式会社 代表取締役社長

稲見　昌彦 東京大学先端科学技術研究センター 教授

針谷　建二郎 株式会社THINKR 代表取締役

阿多　信吾 大阪市立大学大学院 工学研究科 教授

坂田　恒昭 大阪大学共創機構 特任教授

宮本　貴朗
大阪府立大学 情報基盤センター長
大阪府立大学 学長補佐

松田　一敬 神戸大学大学院 科学技術イノベーション研究科 客員教授

宮沢　和正 東京工業大学 経営システム工学 特任教授

山岡　浩巳 フューチャー株式会社 取締役 フューチャー経済・金融研究所長

草郷　孝好 関西大学 社会学部 教授

永井　美佳 大阪ボランティア協会 常務理事・事務局長

藤本　壮介 建築家/2025年日本国際博覧会会場デザインプロデューサー

諸田　智美 NPO法人女性と仕事研究所 代表理事

2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会 アドバイザー等名簿（2022年1月21日現在）

総合プロデューサー

スーパーバイザー

ヘルスケア・
先端予防ドック アドバイザー

未来の病院・
先端医療展示

食・レストラン
アドバイザー

バーチャル・
バーチャル大阪

パビリオン アドバイザー

アドバイザー

プラットフォーム・
データ基盤

アドバイザー

デジタル通貨 アドバイザー

エキスパート

資料３

新
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2025年日本国際博覧会

大阪パビリオン出展基本計画案（Ver.1）のポイント

2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会

令和３年9月30日

資料４



REBORN（リボーン）

“「人」は生まれ変われる”
すべての「人」が自分らしい生き方を改めて見つめ直すことで 自分自身の価値観や生きがいの発見・再認識、自己実現への意欲・意識の変革を促し、新たな自分への「生まれ変わり」
に貢献する取組みを展開する

“ 新たな一歩を踏み出す”
一人ひとりの意欲・意識の変革が具体的な行動変容へとつながり、より良い生活環境、暮らしやすい社会づくりに貢献し、「いのち輝く未来社会」に新たな一歩を踏み出すきっかけとなる

世界に貢献する大阪の姿を示す

▷ 生活の質（QOL）を向上させる展示

▷ SDGs達成に貢献する姿を示す

▷ 未来社会のモデルを提案

大阪のパワーを世界に発信

▷ 世界中からのアクセスを実現

▷ 大阪の魅力を世界に発信

■出展参加でめざすもの

～ 産学官民の力を結集と府民・市民の参画～

➢ オール大阪の知恵とアイデアを結集し、「いのち」や「健康」の観点から未来社会の新たな価値を創造するとともに、大阪の活力、魅力を世界の
人々に伝えていく

➢ 世界の先頭にたってSDGｓの達成に貢献するため、「SDGｓ先進都市」の姿を明確にし、SDGｓ達成目標の2030年以降を見据えた取組み
を世界に発信する

■出展参加の主体

■出展参加のテーマ

２．全体概要

産業界・企業の力
（大企業・中小企業・経済団体など）

教育・研究機関の力
（大学・医療機関など）

自治体の力
（大阪府市、市町村）

府民・市民の力
（府民・市民・NPOなど）

【テーマに込めた意味】  

2



３.展示計画

3

大阪が持つ強みを活かして、最先端の医療技術やライフサイエンス産業が創り出す近未来への期待を高め、さらに
は食や文化、観光などによる交流を促進する場となるよう、多彩なプレーヤーと連携・協力し、ワクワクしながら明る
い未来を感じることができる展示を実現します。

（2）展示の概要

◇来館者の興味・関心を引き付ける
・ストーリー性やメッセージ性のあるわかりやすく、おもしろい展示・演出によって“可視化”し、“ワクワク感”を創出
・体験型・参加型の展示など、子どもから高齢者まで幅広い来館者の感性に訴えることができるように工夫

◇環境への配慮
・パビリオンでの展示・催事にあたっては、廃棄物の発生抑制、再生利用及び再利用などに取り組む
・来館者に対しても、リサイクルやリユースの協力を呼びかけ、共に行動していただけるよう努める

（3）展示の構成・ゾーニング

◇非日常の体験を通じて来館者が自らの健康状態をより深く理解し、
子どもから大人までが楽しみながら、未来の医療や大阪の可能性を感
じることができる展示をめざす

（5）多言語対応の方針

◇パビリオン内の展示コンテンツ、イベント、催事での多言語対応を計画
また、AIを活用した、案内など新たな仕組みを検討



４

３．展示計画

今後の更なる計画

ストーリー性のある演出

パビリオン全体で、より深い自分ゴト化した体験となるストーリーを計画し、ワクワク感のある体験価値づくりを行う

とことん楽しむための展示演出

子供から大人まで楽しめ、食・笑い・学びなど、エンターテイメントな話題性のある演出を行う

大阪パビリオン全体を「未来の都市生活」として描き

来館者を未来都市に生きる生活者としてコンテンツや体験を設計し演出

『街中に存在するスキャニングマシン』 『都市移動用のモビリティ』 『未来のフードスタンド』

『未来のヘルスケア体験』 『未来の医療サービス』 『XRシアター』 『中小企業・スタートアップ展示』



５

『未来のフードスタンド』

『未来のヘルスケア体験』 『未来の医療サービス』

目的別体験

来館者の目的に応じて、下記体験できるコースを用意することを検討

①都市移動用のモビリティ（ライド）〔センシング〕→未来のヘルスケア体験→未来の医療サービス を中心に、ヘルスケア体験

②都市移動用のモビリティ（ライド）〔エンタメ〕 →未来のフードスタンド →ＸＲシアター を中心に、エンターテイメント体験

『都市移動用のモビリティ』

『XRシアター』



□建築基本概要

・開催都市のパビリオンとして日本国内だけなく
世界各国より来館者を迎えるにふさわしいパビ
リオン建設をめざします。

敷地面積：約10,800㎡
延床面積：約8,950㎡
建物規模：地上２階建て
建物高さ ：約12m（一部約20m）

□仮設・本設の方針

・大阪・関西万博への出展を一過性のイベントと
して終わらせることなく、その記憶とともに万
博閉会後もパビリオンの精神を後世に引き継ぐ
レガシーとして残していけるよう、パビリオン
の一部を会期後も残し有効活用していきます。

大阪パビリオン外観検討パース（今後の検討により変更となる可能性があります）

４.建築計画

３Ｒの推進やクリーンエネルギー活用等の環境配慮など、開催都市のパビリオンとして日本国内だけなく
世界各国より来館者を迎えるにふさわしいパビリオン建設を目指します。

６



□設計・建築工事の方針

・開催都市のパビリオンとしてふさわしく、かつ大阪らしさを意識した外観・ランドスケープデザインをめざします。

・建物としての省エネルギー性能の追求やクリーンエネルギーの活用のほか、３Ｒの推進に取り組むとともに、木材などの
自然界で再生可能な資材の活用を図るなど、環境配慮におけるリーディングパビリオンをめざします。

・タイトな建築期間に間に合わせるため設計段階から施工予定者を選定するECI（ｱｰﾘｰ・ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ・ｲﾝﾎﾞﾙﾌﾞﾒﾝﾄ）方
式を導入し、早期の資材調達や速やかな工事着手を可能とするとともに、施工予定者から技術協力を受けながら品質
向上やコスト低減を図ります。

・ECI法式にあわせ、中立的な立場で設計者と施行者の間に入り工程やコストのコントロールを行うなど、技術的に発注
者の支援を行うＣＭ業務の導入を検討します。

・開催都市のパビリオンとして、資材・素材の利用においても地元経済の振興に寄与するように検討していきます。

年度 2021 2022 2023 2024 2025

建築

基本計画

設計業務

工事

展示

CM業務

万
博
開
催

選定

建設工事

展示工事

基本設計 実施設計

技術協力・
資材発注

工事監理

選定

入札等

展示計画 展示設計・製作

基本計画

ＣＭ業務

□スケジュール

４.建築計画

７



５.行・催事計画 ６.商業活動計画 ７．広報計画

8

バーチャル空間の活用や、多様な来館者のニーズに合わせた行・催事や商業活動を実施
さまざまな媒体を用いて、節目のタイミングに合わせて効果的な広報活動を展開

基本方針

５.行・催事計画

・テーマ「REBORN」を実感できる行・催事をバーチャル空間との連動も図りながら新しいスタイルで展開

・ライフサイエンスなどの先端技術、大阪の文化芸術や地域の魅力、エンターテイメントを組み合わせ、大阪の

パワーを発信

・時間とターゲットに合わせたカテゴライズによる最適なスケジュール構成を図っていく

６.商業活動計画

・「健康」という観点を物販や提供する食事などで取り入れ、魅力ある食品づくりも検討していく

・SDGsのゴール目標に配慮した商品開発や食品ロスの削減にも積極的に取り組む

・物販スペースをリアルとバーチャルにも設置し、公式グッズや大阪土産などの販売を検討

７.広報計画

・さまざまな媒体を用いて効果的に情報発信していくことで、大阪パビリオンの意義や魅力を広く訴求

・節目となるタイミングに合わせて、プレスリリースやイベントなどを実施し、万博全体の盛り上げにも貢献

・大阪のパワーと魅力を世界に発信、生活者や企業などの意識と行動変化を促すことをめざす



８.運営計画
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「来館者の安全安心・快適を実現」「大阪らしいあたたかいおもてなしで大阪パビリオンとの出会いを記憶に残す」
「大阪・関西万博の開催地元自治体にふさわしい運営」を運営の基本とします

（1）運営基本方針

・博覧会協会による会場の全体運営とも連携を図りながら、新時代のパビリオンとして、「府民・市民の参加と

最新技術の融合」「SDGsの可視化」「産学官民による協創の場」といった新しい視点の運営を検討

（2）会場運営計画

・来館されるすべての人々に向けて、施設面ではユニバーサルデザインの徹底を図るとともに、「誰一人取り残さ

ない」というＳＤＧｓの考え方に則って、適切な配慮を行う

・博覧会協会で導入検討中の予約システムを活用し、できるだけ待ち時間の発生しない運営の実現を検討

（3）スタッフ計画

・テクノロジーやロボットの活用など考え方を整理し、安全安心に加え、費用対効果の高い運営を検討

（4）リスク対応方針

・自然災害や感染症関連に関する対策やリスクヘッジ方法なども検討



９.財務計画
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公費負担、企業・団体・個人から協賛・寄付を募り、公民一体となった大阪パビリオン出展を実現する

（1）財務基本方針

・大阪パビリオンに必要な資金は、大きく分類すると建築関連費用、運営関連費用、展示関連費用

公費負担、協賛、寄付のそれぞれが充当されるべき費用を整理し財務計画を立案

・公費負担は、過去の万博などでの自治体パビリオンでの負担額を参考に、適切なバランスをもとに検討（公費負

担額は民間負担額を限度とする）

（2）資金確保計画

・民間資金については、協賛・寄付が中心となり、大きな部分を協賛が担うことを想定。現金に加え、現物なども含

め幅広い協賛を募る。協賛金の獲得は、協賛特典の提供と一体的に検討する必要があるた

め、博覧会協会の制度・ルールに基づき設計・提示

・協賛企業・団体については、展示アイデア提案をもとにした公募や大口の協賛の随時募集など実施

個人、企業などからの寄付についても機運の高まりに合わせて募集

（3）現時点での大阪パビリオンの事業規模

・今後、民間資金の集まり具合や展示内容などを精査していく中で、事業計画を確定

〔現時点での粗い試算〕
※現物での協賛を含む項目 事業規模（税込） ※ 備考

展示関連 約60億円

建築関連 約70～80億円 設計・解体を含む

運営関連 約20億円 運営・広報など

計 約160億円



10.レガシー
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ハード・ソフト両面でレガシーを承継し、2030年以降の「大阪の成長と経済発展」「いのち輝く幸せな暮らし」の実
現に向けて貢献することをめざします。

（2）ハードレガシー利活用の方針

・2021年７月１日～８月23日の間、マーケットサウンディング実施

複数の企業から提案が出され、民間活用による建物の有効活用の可能性が示されたことから、

出展のメインとなる『未来の医療サービス』や『未来のヘルスケア体験』を行う建物部分を残す

（主な提案内容）

・再生医療センターを中心とした最先端の医療提供など

・大阪・関西万博において展示するアンドロイドによる芸術活動の発信

・最先端高度医療施設ゾーンの創出

・万博開催後に残す建物部分の活用方法

具体的な事業内容などについては、今後、民間事業者から提案を広く募り、引き続き検討を進めていく

（3）ソフトレガシー利活用の方針

・パビリオンの利用・体験で収集された生体データ等は、公的研究機関や民間事業者等の利活用を見据え検討

・バーチャルパビリオンについても、恒久的なデジタルコンテンツとして継続運営をめざす



2021年9月30日

◆役員
会長 吉村　洋文 （大阪府知事）

会長代行 松井　一郎 （大阪市長）

監事 白井　弘 （白井公認会計士事務所公認会計士）

監事 川下　清 （梅田総合法律事務所弁護士）

◆委員

大阪府

大阪市

公益社団法人関西経済連合会

大阪商工会議所

一般社団法人関西経済同友会

・協賛企業 （50音順による）

株式会社池田泉州銀行

小林製薬株式会社

株式会社サイエンス

大日本印刷株式会社

タカラベルモント株式会社

ＴＩＳ株式会社

パナソニック株式会社

株式会社りそな銀行

株式会社わかさ生活

・協力機関 （50音順による）

公益財団法人大阪観光局

大阪工業大学

一般財団法人大阪国際経済振興センター

地方独立行政法人大阪産業技術研究所

公益財団法人大阪産業局

大阪大学

大阪府中小企業団体中央会

関西大学

近畿大学

公立大学法人大阪

森ノ宮医療大学

立命館大学

◆総合プロデューサー
森下　竜一（大阪大学大学院 医学系研究科 寄附講座教授）
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